
入 札 に 関 す る 留 意 事 項  

入札条件 

 入 札 保 証 金 所沢市契約規則第５条第１項第３号の規定により免除

 契 約 保 証 金 所沢市契約規則第１５条または第１８条の規定による

 前      金     払
請負代金額が130万円以上の場合において、請負代金額（継続費に
基づく契約にあっては年割額）の10分の4以内の額とし、10万円未満
の端数は切り捨てとする。

 中 間 前 金 払
請負代金額が500万円以上、かつ、工期が90日を超える場合におい
て、請負代金額（継続費に基づく契約にあっては年割額）の10分の2
以内の額とし、10万円未満の端数は切り捨てとする。

 部     分     払 　　なし

 そ     の     他 本件は、最低制限価格を設定する  

 

１ 入札に参加する前に 

(１） 所沢市契約規則、所沢市上下水道事業建設工事請負契約約款、所沢市競争 

入札参加者心得、所沢市電子入札運用基準、建設工事の入札参加及び施行にお

ける注意事項について、所沢市専任特例監理技術者等の配置に係る要領、仕様

書等熟覧の上、入札すること。なお、入札書に記載する金額は、消費税に係る

課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積った契約希望金額の１

１０分の１００に相当する金額とすること。 

（２）現場説明会は、開催しない。設計図書等については、電子入札システムよ 

  りダウンロードすること。 

 

２ 入札について  

（１）入札参加者は、電子入札システムにより指定の日時までに入札書を提出す 

ること。 

（２）入札参加者は、入札金額の根拠となった積算内訳書を電子データとして作 

成し、電子入札システムを使用して提出すること。 



（３）電子入札においては、原則として書面による入札書の提出は認めない。 

（４）入札参加者は、入札を辞退するときは電子入札システムにより入札辞退届 

を提出するものとする。ただし、やむを得ないと認められる場合は、書面に

より提出することができる。 

（５）入札参加者は、提出した入札書の書換え、引換え又は撤回をすることがで 

きない。ただし、入札書を提出した後に、やむを得ない事由が生じた場合は、

開札までの間に限り入札辞退を認め、提出された入札書は無効とする。 

（６）開札後の辞退は、認めない。 

（７）入札書提出締切日時において、入札書が電子入札システムに未到着の入札 

参加者は辞退したものとみなす。 

 

３ 入札の失格  

（１）最低制限価格を下回った入札は、失格とする。 

 

４ 無効になる入札について  

（１）当該入札に参加する資格を有しない者のした入札  

（２）電子入札に必要な電子証明書を取得していない者のした入札  

（３）同一事項の入札に対して２以上の意思表示をした入札  

（４）入札金額見積内訳書が提出されていない入札  

（５）その他入札に関する条件に違反した入札  

 

５ 開札について  

（１）第一回目の入札を開札した結果、市の予定価格以下で、最低制限価格以上

の有効な最低の価格をもって入札した者を契約の相手方とする。 

（２）第一回目の入札で市の予定価格の範囲内にない場合は、再度入札を行

う。この場合の日時は電子入札システムにより通知する。 



（３）再度入札によっても、なお落札者がないときは、再度入札に参加した者の

中から契約の相手方を選定し、随意契約の方法により契約を締結するものと

する。随意契約の方法による契約の締結を行うときは、再度入札において、

有効な最低価格及び次位の価格を提示した者により見積合わせを行い、市の

予定価格以下で有効な最低価格を提示した者を契約の相手方とする。 

 

６ くじによる落札者の決定  

落札となるべき同価格の入札をした者が２人以上あり、くじにより落札者の決

定を行うこととなった場合は、電子入札システムの電子くじにより決定するも

のとする。 

 

７ 契約の保証 

（１）工事の請負者は、契約の締結に際し、所沢市契約規則第１５条による契約 

保証金の納付、又は、契約保証金に代わる担保を提供すること。 

     ただし、５００万円未満の工事については免除とする。 

 （２）請負者と保険会社との間に当上下水道局を被保険者とする履行保証保険契

約を締結するか、請負者から委託を受けた保険会社と工事履行保証契約を

締結したときは、所沢市契約規則第１８条により契約保証金は免除となる。 

 （３）契約の締結は、契約保証金関係書類の提出受理後となる。 

 

８ システム障害時の対応  

長時間にわたる電子入札システム用サーバーの障害や通信事業者の原因によ

るネットワーク障害、天災、広域的な停電その他の事由により公正な入札又は開

札ができないと市が判断した場合、入札又は開札の延期、紙入札への移行等必要

な処置を講じるものとする。この場合、電子入札システム以外の方法（インター

ネット、電話、ファクシミリ、電子メール等）により入札参加者に連絡するもの



とする。  

 

９ ウィルス対策 

入札参加者は、コンピュータウィルス等の不正プログラムに感染しないよう、

基本ソフトのアップデートやセキュリティソフトの導入等、対策を講じること。  


